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Mr. Bassman （ベースマン列伝）　 Vol.70
ジャズにおいてベース弾きとは、 縁の下の力持ち、 水先案内人といったやや日陰の存在。 おまけに、 ウッドベースなら持ち運びも大変･･･。

だが、 黙々とベースをウォーキングさせ、 バンドをスイングさせることに魂を注ぐベースマンが、 一度化けの皮を剥ぐともの凄い名演･名盤が

生まれるのだ。 このコーナーでは、 そんなジャズ ・ベースマンの偉業を称えるとともに、 ジャズ ・ベースの素晴らしさを伝えていきたい。

Whitey Mitchell 【ホワイティ ・ ミッチェル】

Profile

1932年 2月 22日、 米国ニュージャージー州ハッケンサック

生まれ。 本名は Gordon "Whitey" Mitchell。 兄はジャズ ・ベ

ーシストのレッド ・ ミッチェル。 幼少の頃からクラリネットとチュ

ーバを始め、 その後ベースに転向。 シラキュース大学でメデ

ィアを専攻。 その後 NY に進出し、 バードランドやヴィレッジ ・

ヴァンガード等で演奏。 自身のグループで活動する他、 ベニ

ー・グッドマン、 ジーン・クルーパ、 バディ・リッチ、 ディジー・

ガレスピー、 レスター ・ ヤング等と共演を果たす。 50年代初

頭にエリノア ・ シェリーやシェップ ・ フィールズと共演。 朝鮮

戦争中は陸軍に入隊。 54年以降、 NY を拠点にフリーランス

として活動。 様々なレコーディングにも参加し、 テレビ、 映画

の音楽も手掛ける。 56年に初リーダー作品を発表。 65年以

降はジャズシーンから離れてハリウッドに移り、 テレビの脚本

家としてのキャリアを歩む。 その後、 UCLA や UC リヴァー

サイドで脚本を教える。 95年にはカリフォルニア州パームデ

ザートに移住し、自身のラジオ番組 「パワー・ランチ」 を放送。

地元の雑誌にゴルフ ・ コラム等も執筆する他、 2冊の著者も

出版。 ベーシストとしてだけでなく、 テレビ脚本家 ・ プロデュ

ーサーとしても活躍した。 2009年 1月 16日、 米国カリフォ

ルニア州パーム ・スプリングスで息を引き取る。 享年 76歳。

テレビ業界や映画業界でも活躍したいぶし銀のベースマン
　4歳半年上の兄はジャズ ・ベーシストのレッド ・ ミッチェル。 兄弟でベースマンとして活躍したが、 ジャズ ・ベーシストとして生涯を全うした
兄のレッドと異なり、 ジャズ ・シーンからエンタテインメントの世界に移り、 まるで自由人のように様々な分野で活躍したホワイティ。
　テレビの脚本家として、 「ゲット ・スマート」 「オール ・イン ・ザ ・ ファミリー」 「ザ ・ジェファーソンズ」 「グッド ・ タイムス」 「ザ ・ メアリー ・
タイラー ・ムーア ・ショウ」 等の番組を手掛けた他、 ジョニー ・デップ主演の長編映画 「プライベート ・ リゾート」 の脚本も手掛けた。
　その他、 「Hackensack to Hollywood: My Two Show Business Careers」 「Star Walk: A Guide to the Palm Springs Walk of Stars」
という 2冊の著書も出版。 また、 世界中の多くの人が知るところでは、 ベン・E・キングの大ヒット曲 「スタンド・バイ・ミー」 の印象深いベー
スソロのイントロを演奏したのは、 何を隠そうホワイティだ。 ちなみに、 トランペッターのブルー ・ ミッチェルは血縁ではない。

ゲット・ゾウズ・エレファンツ・アウタ・ヒア
ザ・ミッチェルズ

（MetroJazz Records ： E-1012 [Import CD]）

レッド ・ ミッチェル、 ホワイティ ・ ミッチ
ェル、 ブルー ・ ミッチェルの 3 ミッチェ
ル＝ザ ・ ミッチェルズにアンドレ ・ プ
レヴィンが参加した 1959年の作品。

1956年にニューヨークでレコーディン
グされたスティーヴ ・ レイシー名義の
アルバム。 ホワイティがベースを弾
いているセッション全 20曲を収録。

ザ・コンプリート・ホワイティ・ミッチェル・セッションズ
スティーヴ・レイシー

（Lone Hill Jazz ： LHJ-10130 [Import CD]）

ジ・エンバーズ・ライヴ 1964
ジョー・ブシュキン・カルテット

（現在取扱なし）

ホワイティ ・ ミッチェル、 スタッフ ・ ス
ミス、 ジョー ・ ジョーンズをフィーチャ
ーしたジョー ・ ブシュキン ・ カルテット
による 1964年のライヴ音源を収録。

WM's Great Albums リーダー ・ アルバムと共同名義リーダー ・ アルバム以外にも、 サイドマンとしていぶし

銀のベースワークを聴かせているアルバムも残されているので、 聴いてみて欲しい。
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ジャスト・イン・タイム
ホワイティ・ミッチェル

（AB Fable ： ABCD1-022 [Import CD]）

ロン・カリーナ、ブライアン・ミッチェル、
デイヴ ・ クーンズ、 ポール ・ クライビ
ックをフィーチャーしたカルテットで録
音した 2004年の作品。 11曲収録。


